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二 二二立 乙 .
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膜に平行な場合 ) 膜に平行でない場合 )
明することができた｡
はじめに,通常の考え方では何故これを説明できないかについて述べよう｡伝導電子
の ダ因子は波数 kの関数になる｡ しか し,スピン緩和時間 Tl は電子の散乱の衝突時間
丁に比べて非常に長 く,T1-104Tである｡ 電子はそのスピンを反転させる間に,104
回もフェルミ面上で状態 を変えることになる. したがってCESRの実験で測定される電





ク ト/レにギャップが生 じ,k空間で球形であった フェル
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全 くない｡彼らは, (a)結晶成長の軸 を垂直にして吊るし,それと直交する水平面内に































































強度が非常に弱くなっている ((1,0,0)のBragg反射の 10~7税度 )こともあげられる｡
(ノート作成 田草川きみえ)
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